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１．問題関心と研究課題 
 近年さまざまな理由で東南アジアに移動する若年者が増えている。欧米とオセアニア

が主流だった英語留学先もフィリピンを筆頭にアジア圏が浮上している。また短期旅行

や語学留学を超え、就労先としても注目され始めている。本報告では、日本人若者がど

のような経路と動機で、東南アジアに就労するのかを、実際に就労中の当事者へのイン

タビューを通して探った。 

 この調査研究の問題意識は、キャリアの初期段階において、日本の労働市場では決し

て高く評価されない途上国への就労を決心し実行に移した理由は何かという素朴な疑

問から出発した。日本人の海外就労については、経済的要因より、社会的・心理的側面

等からの分析（中澤他、2008）や、「自分探し」（加藤、2009）などのアプローチがあ

る。一方、上海に就労する日本人を対象に、長期的な視点からの人的資源の向上とキャ

リア・アップの観点からの研究もある（阿部、2015）。本研究では、上記の研究がアジ

アの中でも先頭を走っているシンガポールや上海等と比較して、期待賃金やキャリア・

アップへの期待がより低いと予想されるタイとフィリピンに就労する日本人を対象に、

海外就労の動機と経路を探る探索的調査研究である。 

 
２．調査対象 

 本研究の調査対象は企業の命令で現地に赴任する駐在員ではなく、自分の意思で移

住・就労している人に絞った。また留学など別の目的で滞在しながら不定期的にアルバ

イトなどをする人や、就労とは言い難い単純に滞在を目的とするいわゆる「外こもり」

（下川、2007）は対象から外し、現地の企業に採用され働いている、いわゆる「現地

採用」の人を対象にインタビューを行った。インタビューはタイのバンコク、フィリピ

ンのマニラとセブで、2015 年から 2 年にわたってそれぞれ 2 回行った。 



 ３．移住動機と経路  

 東南アジアに就労する若者の移住動機については明確に類型化が困難であるが、さま

ざまな背景、理由、動機などから、彼・彼女らの移動と就労の原因が蓄積されていく点

があげられる。たとえば、はじめは語学を学ぶことを目的として移動が、語学を学んで

いるうちに今度は学んだ語学を活かして仕事をしてみたい、あるいは現地で生活してみ

たい動機がうまれ、就労を決心したケースがそれである。またはじめは旅行だったがそ

のうち現地の文化や生活に魅力を感じで就労するケースもある。特に英語と関連しては

英語教育の質的転換が唱えられ、仕事現場での英語の重要性が増している日本の状況と

関連して注目すべきである。もう一つは、日本での就労や生活との比較の視点から、仕

事の「面白さ」や生活の「楽さ」や「楽しさ」をあげる人が多かった点を指摘できる。

この点は視点を変えれば、日本での仕事や生活に「不適応」して海外に「逃げ」を図っ

たともとらえられる。だが、当事者たちは自身にとって優先度が高い点を積極的に選択

したという意識が強く、満足度も高かった。最後に、キャリアに関しては、移住動機の

なかで優先順位が低い一方、必ずしもマイナス評価とも言い難い。この点について、今

回インタビューした人が多く働いていた現地の日系企業の現地採用者に対する期待と

当事者の意識とのギャップを指摘できる。 

 就労経路に関しては、日本と現地にある人材紹介会社の仲介によるものが多数を占め

るなか、現地では個人的なネットワークを活用して転職する人もいる。一つ、就労経路

に関して、就労の前段階として現地の英語学校を経由するルートが浮かび上がった点は

特筆すべきである。特にフィリピンの英語留学は 2010 年代に入って新しい留学先とし

て注目されはじめたが、現地で英語を学んだ後、そのまま就労につながるケースが多く、

東南アジアの英語留学が若者の海外就労の主要なルートになりつつある実情が確認で

きた。 
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